






 
よこはま防災 e-パークのリニューアルについて【周知依頼】 

 
１ 事業の趣旨 

  いつでも、どこでも、オンラインで身近に防災を学べる「よこはま防災 e-パーク」を令

和５年４月に開設し、運用しています。 
  この度、更なる利便性の向上のため、利用者の方の声を踏まえ、システムの機能改善や動

画制作など、ウェブサイトのリニューアルを行い、令和６年４月 16日（火）から市民の皆

様の利用を開始しています。 
  つきましては、別添チラシを活用し、自治会町内会の皆様へお知らせいただくようお願

いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

２ リニューアルの主な内容 

(1) 機能・デザイン 

ア 年代や学びたい内容など、簡単な質問に答えることで、利用者が学びたい学習コース 

を見つけることが可能になりました。 

イ 写真やイラストを使用し、分かりやすく、より見やすいデザインに変更しました。 

ウ 未就学児、小学生の学習コースでは、消防車等の写真が入ったデザインや月ごとに違 

うデザインの修了証の発行が可能になりました。 

(2) 動画・コンテンツ 

要点をまとめた短編動画を新たに掲載し、時間がない方でも気軽に学ぶことができる学 

習コースを作成しました。 

 

 

 

 

 

よこはま防災 e-パークとは？ 

70 本以上の動画やミニテストな

ど、充実したデジタル教材を揃え、

火災、救急、地震、風水害など、い

ざという時に備える幅広い防災の

知識を学ぶことができるウェブサ

イトです。 

よこはま防災 e-パークトップ画面 

（スマートフォン） 

よこはま防災 e-パーク 

二次元コード 

裏面あり 
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(3) 新たな学習コース 

ア ３分シリーズ（一般の方向け） 

１本３分の動画により、防災の基本的な知識を簡単に学べるコースを構築 

イ 子育て世代コース 

子どもの命を守る視点で親子で楽しみながら防災対策やケガの予防対策などの予防 

救急について学べるコースを構築 

ウ 住宅防災診断 

御家庭における防火・防災の取組状況を診断し、点数化するほか、診断結果を確認 

できるコンテンツを構築 

※ リニューアル内容の詳細につきましては、別添チラシをご参照ください。 

 

３ その他 

よこはま防災 e-パークをさらに利用しやすいウェブサイトにするため、利用者の皆様に

アンケートをお願いしています。ウェブサイト上からアンケートに回答いただけますので、

御協力をお願いいたします。 

 

 

【 瀬 谷 消 防 署 総 務 ・ 予 防 課 】 

担  当：田代、福島 

電 話：045-362-0119 

メール：sy-seyayobou@city.yokohama.lg.jp   

mailto:sy-seyayobou@city.yokohama.lg.jp




























瀬 谷 消 防 署
瀬谷区内火災・救急状況 令和６年４月30日現在

火 災 連 合 町 内 会 別 火 災 発 生 件 数
年 別 令和６年 令和５年 増△減 連 合 町 内 会 名 令和６年区 分

件 数 7 15 △ 8 阿久和北部連合自治会 0

種
別

建 物 5 10 △ 5 阿久和南部連合自治会

車 両 0 1 △ 1

0
林 野 0 0 0 三 ツ 境 連 合 自 治 会 1

瀬谷第一地区連合町内会 0
船 舶 0 0 0 本 郷 地 区 連 合 自 治 会 0
航 空 機 0 0 0 瀬 谷 北 部 町 内 連 合 会 0
そ の 他 2 4 △ 2 瀬谷第二地区連合自治会 1

損
害
程
度

焼損床面積　（㎡） 0 342 △ 342 細 谷 戸 連 合 町 内 会

負　傷　者（人） 1 0 1

0
死　 者（人） 0 2 △ 2 瀬谷第四地区連合自治会 2

南 瀬 谷 自 治 連 合 会 1

主
な
原
因

放火(疑い含む) 1 3 △ 2 宮 沢 連 合 自 治 会 0
たばこ 1 4 △ 3 相 沢 町 内 連 合 会 1
こんろ 2 1 1 そ　の　他 1
電気機器 1 3 △ 2 合　　　　　　計 7
配線器具 0 1 △ 1

上記以外 2 3 △ 1

令和６年 令和５年 増△減 分 団 名

１ 日 あ た り 0.1 0.1 0

救 急 分 団 別 火 災 発 生 件 数

令和６年区 分

件 数 2,929 2,599 330 第 一 分 団 1

年 別

急 病 2,176 1,869 307 第 二 分 団 2

交 通 事 故 98 120 △ 22 第 三 分 団 3

一 般 負 傷 524 486 38 第 四 分 団 1

そ の 他 131 124 7 合 計 7

1 日 当 た り 24.2 21.7 2.5

月別火災件数・死負傷者状況
月 別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年計区 分

件 数 1件 1件 2件 3件 7件

死 者 0人 0人 0人 0人 0人

負 傷 者 0人 1人 0人 0人

内　　　容

4月11日 建物火災 二ツ橋町 共同住宅にて発生

1人

日　付 災害種別 発生場所
4月1日 その他火災 南台 二丁目 公園敷地内にて発生

4月15日 建物火災 三ツ境 店舗にて発生

（各表の数値は速報値であり、確定値ではありません。）



問合せ 　瀬谷消防署 総務・予防課　 連絡先：045-362-0119

瀬谷区全域で取り組もう住宅防火対策

「放火」による火災は、横浜市の全火災における出火原因で、上位となって

おり、夕方から深夜にかけて多く発生するという特徴があります。

地域ぐるみで放火されない、放火させない環境を作りましょう。

ゴミは、決められた日時に出

しましょう。

家の周りは照明等を点灯し、

明るくしましょう。

家の周りは整理整頓し、燃えやすい

ものを置かないようにしましょう。

物置や車庫には鍵をかけましょう。

※不審者の侵入防止

□ ごみは指定された日時・場所に出している。

□ 家の周りに常夜灯や人感センサーライトを設置している。

□ 家の周りは整理整頓し、燃えやすい物は置いていない。

□ 物置、車庫は鍵をかけている。

□ 車両のボディーカバーは「防炎製品」を使用している。

□ 共同住宅の廊下や階段に物を置かないよう管理している。

瀬谷区内における放火を防ぐためのポイント

放火火災(疑いを含む)は、令和5年度、横浜市内で115件、瀬谷区内では７件発生しています。



 

 
 
自治会 町内会長 様 

 
 

瀬 谷 消 防 署 長   
 

令和６年度「町の防災組織研修会」参加者の推薦について（御依頼） 
 
新緑の候 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 
日頃から、消防行政に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
さて、瀬谷消防署では、瀬谷区の地域防災力向上を目的に自治会町内会の防災担当者等を対象

とした「町の防災組織研修会」を開催しています。 
つきましては、次の日程で開催しますので、研修会参加者の御推薦をお願い申し上げます。 

 

１ 日 時 

(1) 令和６年７月 13日 （土）午前の部  9時 30分～11時 30分  

(2) 令和６年７月 13日 （土）午後の部 13時 30分～15時 30分  

(3) 令和６年７月 14日 （日）午前の部  9時 30分～11時 30分  

(4) 令和６年７月 14日 （日）午後の部 13時 30分～15時 30分  

 

２ 場  所 

  瀬谷消防署  

  受付は、開始 30分前、午前の部 9時 00分、午後の部 13時 00分から始めます。 

研修場所は、会議室・訓練室・ガレージ前で実施します。 

   

３ 内 容 

 (1) 町の防災組織について(座学) 

  (2) 地域防災力向上に向けた「地域の防災訓練」について(座学) 

  (3) 初期消火器具等取扱訓練 
 

 

 

 

 

 

区 連 会 ５ 月 説 明 資 料 

令 和 ６ 年 ５ 月 1 6 日 

瀬 谷 消 防 署 

裏 面 あ り 



４ 依頼事項 

(1) 推薦人数 

各自治会・町内会 １名～２名  

(2) 推薦締切日 

令和６年６月 27日（木）まで（当日消印有効） 

※同封のはがきにて、必要事項を御記入し、投函してください。 

※希望日が集中した場合のみ、お電話にて別日程での参加をお願いすることがございます。 

 

５ その他 

(1) 動きやすい服装、運動靴で御参加ください。お持ちの方は、ヘルメット、軍手も御持参く

ださい。 

(2) 熱中症対策として水分補給を考慮し、水筒、ペットボトルなど御準備ください。 

(3) 御不明な点は下記担当までお問い合わせください。 

 

 

瀬谷消防署 総務・予防課 

TEL/FAX：045-362-0119 

担 当： 田 代 ・ 廣 瀬 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 会 場：瀬谷消防署 （所在地：横浜市瀬谷区二ツ橋町 190）   

◆ 定 員：各自治会町内会 １名～２名  

◆ 申込み締切：令和６年６月 27 日（木）まで 

 ＊ 参加方法等の詳細については、依頼文をご覧ください。 

【お問合せ】瀬谷消防署 総務・予防課  担 当：田代・廣瀬 

電 話/ＦＡＸ ０４５－３６２－０１１９ 

 

 

町の防災組織研修会 
 

自治会町内会の防災担当者に必要な知識・技術が習得できます！ 

～地域の防災リーダー育成を目的とした研修会です。～ 

令和６年７月 13 日 （土） 
・ 午前の部  9 時 30 分～11 時 30 分  

・ 午後の部 13 時 30 分～15 時 30 分  

令和６年７月 14 日 （日） 
・ 午前の部  9 時 30 分～11 時 30 分  

・ 午後の部 13 時 30 分～15 時 30 分 

【場所：瀬谷消防署】 
受付時間：午前の部 9:00 午後の部 13:00 から受付を開始します。 

  

 

 

 

今年度、自治会町内会の防災担当になられた方対象です。 

地域防災訓練会を主催する方、したい方も是非ご参加ください。 

災害時の 

「助け合い」に 

繋げたい 

初期消火器具 

体  験 
防災訓練時 

アドバイス 



自治会・町内会長 様 

瀬 谷 消 防 署 長 

「防災訪問」及び「出前講座」の実施について 

高齢者を火災等の被害から守るため、「防災訪問」及び「出前講座」を実施します。

地域の皆さまに御紹介していただきますよう、御協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

１ 防災訪問 

消防職員が、御自宅にお伺いして、火災予防・ケガ予防等のアドバイスをさせて

いただきます。 

(1) 内容

玄関先でチラシ等をお渡しし、火災予防・ケガ予防等のアドバイスをさせていた

だきます。御希望により住宅内の調理器具や電気器具の設置状況の確認、住宅用

火災警報器の点検を実施し必要なアドバイスをいたします。 

(2) 期間

通年で実施します。

(3) 実施時間

１件あたり 10分から 15分程度です。

(4) 対象地域

区内全域を対象としていますが、特に 75歳以上の人口構成比が高い地域を優

先的に実施させていただきます。 

２ 高齢者対象研修会（出前講座） 

シニア世代の皆さんが多く集う、ふれあいサロン、昼食会等へ消防職員が出向き

「住宅防火対策」及び「ケガの予防対策」の講習会を実施します。

(1) 内容

危険予知トレーニングパネルを活用して、参加者が考えながら住宅内の危険

個所（火災・ケガ）を確認する体験型の講習です。 

(2) 期間

通年で実施します。

(3) 実施時間

実施時間は 30分程度です。

(4) 実施場所

日頃、皆さんが活動（集う）している場所

(5) 申込み方法

活動しているグループ単位で下記担当までお申込みください。

３ 添付資料 

(1) 防災訪問案内チラシ 別添１ 

(2) 出前講座案内チラシ    別添２ 

区連会５月説明資料 

令和６年５月 16 日 

瀬 谷 消 防 署 

瀬谷消防署 総務・予防課予防係 
電話 /ＦＡＸ： 045-362-0119 
担 当 ： 福 島 ・ 山 田 ・ 平 澤 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ご自宅で、こんなこと気になりませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご自宅で、「配線器具」・「こんろ周り」などで危険だなと感じたこと「住宅用

火災警報器の点検」「住宅内でのケガが心配」など、気になったことはありませ

んか？もし、そのような経験があり、火災やケガの心配がある場合には、消防署

にご相談いただければ、消防職員が訪問して、火災予防・ケガ予防のアドバイス

をさせていただくことができます。 

どんな些細なことでも結構ですので、瀬谷消防署にご連絡ください。 

●着ている服や鍋を焦がす！ ●点検してますか！ 

●敷居でつまづく！ 

●たこ足配線をしている！ 

●熱中症対策！ ●洗濯物で転ぶ！ 

令和５年中、横浜市内における火災の死者（放火自殺を除く）は 14人（速報値）

で、全てが住宅で発生し、７割が高齢者の方でした。 

また、救急搬送人員 204,969人のうち 65歳以上の高齢者は 115,138人（56.2％） 

と前年比 6,842人増加しました。 

＊ 高齢者以外の方でも、ご要望がある方は、防災訪問のお申込みが可 
能ですので、瀬谷消防署にご相談ください。費用は無料です。 

別添１ 



１ 実施内容                                        

住宅内の調理器具や暖房器具、住宅用火災警報などの状況及びケガの心配が有る

危険な場所について確認し、必要なアドバイスをいたします。 

また、住宅内の点検を希望されない場合は、玄関先でチラシ等をお渡しし、火災

予防・ケガ予防のポイントについてお伝えさせていただきます。 

  ※費用は無料です。 

 

２ 訪問時間                                      

  平日の１０：００～１６：００ 

    実施時間は、１０～１５分です。 

 

３ 訪問職員                                      

  消防署の職員（制服又は活動服を着用し、職員証を携帯しています。） 

  消防署の職員が、お申込みされていない方のご自宅に突然訪問することはあり 
ません。 

 

４ 申込方法                                 

  訪問を希望される場合には、電話・ＦＡＸ・消防署窓口でお申込みください。 

なお、代理の方の申込みも可能です。 

 

＊ 疑問に思うことは、お気軽にお問い合わせください。消防署にご連絡ください。

具体的な日程などについて調整させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

職員証見本 

～住宅用火災警報器取付け支援のご案内～ 

住宅用火災警報器を購入したものの取付けることが困難な高齢者や障害者

世帯を対象として、消防職員が直接区民の皆さんのお宅を訪問し、設置のお

手伝いをします。 

 

 
【申込先・問い合わせ先】 

 

瀬谷消防署 総務・予防課 予防係 

電話/ＦＡＸ ３６２-０１１９ 

※受付時間は平日の９時から１７時 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●  対 象 

 シニア世代の皆さんが集うグループ（サロン・昼食会等） 
 

●  実施時間 
 概ね３０分程度です。（時間の調整可能です） 
 

●  実施場所 
日頃、皆さんが活動（集う）している場所 

 
●  実施期間 

 一年間を通して実施しています。 
 

●  お申込み方法 
 瀬谷消防署窓口、電話、FAX 等でお申込みください。 

 
 
 
 
 

シニア世代の皆さんが集うサロン・昼食会などに消防職員が

出向き「住宅防火対策」「ケガの予防対策」の講習会を実施し

ます。 

毎年度、多くのグループからお声がけいただいています。 

現在参加グループ募集中です。お申込みお待ちしております。 

 

【お申込み・お問合せ先】 

瀬谷消防署予防係（福島・平澤・鮫島）  

電話/FAX：３６２－０１１９ 

受付時間は、平日の 9 時００分から１７時 00 分 

  
 

別添２  



「ＳＩセンサーコンロ」「住宅用火災警報器」「住宅内でのケガ予防」「＃７１１９」 

など 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

火災が発生しそうな場

所は？ケガをしそうな

場所は？ 

 

 「トレーニングパネル」に隠れている、ケガや火災の危険個所を２・３

人のグループで相談しながら見つけます。そして、なぜ？危ないか！考え

ます。   

 

「トレーニングパネル」には、ケガや火災の危険個所が沢山隠れて

います。参加者は、２・３人のグループで相談しながら危険個所を見

つけながらなぜ？危ないか！考えます。そして順番に発表する参加者

が考え・対話する講習会です。 

毎回、ワイワイ・楽しく盛り上がっています！ 

 

  
 

シニア世代対象「出前講座」プログラム実施例  







令和５年度第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会の報告について 

 「暮らしやすいまちづくりの計画～第４期瀬谷区地域福祉保健計画～」を推進するため、

令和５年度第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会を開催しました。懇談会では、

委員の皆様による活発な意見交換が行なわれ、様々なご意見をいただきましたので、その一

部を紹介します。 

自治会・町内会の皆様におかれましては、こうしたご意見をご承知おきいただき、可能な

範囲で日頃の活動に取り入れていただくことで、誰もが活躍できる取組をさらに進めていた

だきたいと考えておりますので、ご協力のほどよろしくお願いします。 

なお、取組を進めるにあたり、ご相談等がございましたら、各地区の地区支援チーム（区

役所・区社協・ケアプラザ）にご連絡をお願いします。 

１ 開催概要 

（1） 日時等：令和６年３月７日（木） 14時～16時 瀬谷区役所５階大会議室

（2） 参加者：学識経験者、地域の各団体、医療関係、学校関係、行政等

（3） テーマ：瀬谷区地域福祉保健計画 基本目標Ⅲ「誰もが活躍できる地域づくり」

（4） 内 容：グループワークによる意見交換

「多様な主体（＝誰もが）が得意なことやできることを生かして活躍できる

場があるか、またその場にどうしたら多様な主体が参加しやすくなるか」に

ついて話し合いました。 

２ 懇談会でのご意見（一部） 

・ こどもの時に地域イベントに参加して「楽しかった」という思い出ができると、大人

になった時に「地域で何か手伝おうかな」と、担い手になってくれるのではないか。

・ 高齢者サロン等の参加者が増えないので、「食」をきっかけにすると参加してくれる人

が増えるかもしれない。担い手側も楽しみながらやっていきたい。

・ 防災訓練では、中学生ボランティアは大人とは違う目線で見てくれるので、非常に助

かっている。

・ 大きな催しをやる時に、動きの良い人に声をかけて、ボランティアとして協力しても

らっている。

３ 参考資料 

  「【報告】令和５年度第２回瀬谷区地福計画全域計画推進懇談会」 

区連会５月説明資料

令和６年５月 1 6 日

瀬 谷 区 福 祉 保 健 課

お問合せ先

瀬谷区福祉保健課運営企画係 柿澤・谷・半沢 

電話 367-5743 ／ FAX 365-5718 

ﾒｰﾙ se-chifuku@city.yokohama.jp



令和５年度第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会

令和６年３月７日（木） １４時～16 時 会場：瀬谷区役所５階大会議室 

令和 5 年度第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会を開催しました。 

今回は、「得意なことやできることを生かして地域で活躍※する人」を増やしていくためにど

うしたら良いか、３グループに分かれ意見交換を行いましたので、内容の一部をご紹介します。 

※ ここでいう「活躍」とは、一人ひとりの個性や存在そのものがいきいきとするような、役割や居場

所があることです。（第４期瀬谷区地域福祉保健計画より） 

テーマ ： 瀬谷区地域福祉保健計画 基本目標Ⅲ 「誰
・
も
・
が
・
活躍できる地域づくり」 

参加者：学識経験者、地域の各団体、医療関係、学校関係、行政等（18 名） 

・ お祭り等に中学生が参加すると、次に友達も連れてきてくれ、興味のある子は継続

して参加してくれた。防災訓練では、中学生ボランティアは大人とは違う目線で見て

くれるので、非常に助かっている。

・ 自治会から、火災時の消火活動を障害者施設に手伝ってほしいと頼まれ、防災訓

練を自治会と合同で実施した。施設で何かあった時には手伝ってもらえるきっかけに

なり、自治会とのつながりができた。

・ 高齢者を中心とした生活支援のグループを立ち上げ、週 1 回程度活動している人も

いる。 

・ 移動販売をしている従業員が、買い物客の重たい荷物を運ぶのを手伝っている。

また、買い物客同士で「最近はどう？」と話しかけたり、いつも移動販売で買い物して

いる人が出てこなかったりした際に、様子を聞く等の見守り活動にもつながっている。

・ 子育てサロンに参加した親が数年経って担い手になったり、新たなサークルを立ち上

げたりした。支える側と支えられる側の垣根を超えた取組になった。

・ こどもや母親が父親（夫）を地域のイベントに連れてくることで、顔の見える関係が

できると、次のイベントに参加してくれた。そうやって男性の参加が増えている。

・ 大きな催しをやる時に、動きの良い人に声をかけて、ボランティアとして協力しても

らっている。

 報告 

 

地域の多様な主体が参加・活躍している例 



 

 

 
 

・ 学習支援や地域のイベント等で中高大学生に来てもらっている。また、学習支援の

場ではこどもたち同士で教え合うことができないかと考えている。 
 

・ 福祉施設で多くの外国の方が働いている。地域活動に参加してもらえるよう、町内

会を中心に働きかけている。 
 

・ ホームページやインスタグラム、Facebook 等を地域で立ち上げていきたいので、 

小中高校生に声を掛けていきたい。 
 

・ こどもの時に地域イベントに参加して「楽しかった」という思い出ができると、大人に

なった時に「地域で何か手伝おうかな」と、担い手になってくれるのではないか。 
 

・ 地域で、得意なこと、できること、やってほしいこと、困っていることのアンケートを取り

たい。 
 

・ 高齢者サロン等の参加者が増えないので、「食」をきっかけにすると参加してくれる人

が増えるかもしれない。担い手側も楽しみながらやっていきたい。 
 

・ 男性の参加を促すには、期待する役割を明確にお願いしたほうが良い。 
 

・ 障害者個人で地域活動をするのは、地域も障害者もハードルが高いと思うので、 

団体や施設が率先して地域活動に参加する。 
 

・ 障害のある人（子）でも、「あの人（子）は、これができる」といったことが地域で理解さ

れれば、地域活動に参加しやすくなるので、声をかけていくことが大事。 
 

名和田先生（学識経験者）のまとめ 

・ コロナによる影響で活動ができなかった時期があるが、現在はその回復途上にある。

瀬谷区は地域に力があるので回復してきている。 

・ 地域活動の再活性化が進むにあたり継承の問題がある。現役世代や若い世代への

取組の継承が必要であり、話し合いの場が重要である。 

 
今後の取組について 

今回の懇談会では、これまでの具体的な取組や今後の取組の可能性について意見交換を

しました。基本目標Ⅲ「誰もが活躍できる地域づくり」に向け、所属団体をはじめそれぞれ

の役割や立場で話し合い、取組に生かしていただきますようお願いします。今後の懇談会

で取組等を共有し、第４期計画の振り返りおよび第５期計画の策定に反映していきたいと

考えています。 

 

地域活動への参加促進に向けたご意見 

 

・瀬谷区地域福祉保健計画(暮らしやすいまちづくりの計画) 
・過去の懇談会の報告書（バックナンバー） 



 

 
 
 
 
 
 
  

第５期横浜市地域福祉保健計画の策定について 

 

 

2024（令和６）年度から 2028（令和 10）年度を計画期間とする第５期横浜市地域福祉保

健計画（愛称：よこはま笑顔プラン）（以下、「第５期市計画」という。）について、確定し

ましたので御報告します。 

 

 １ 横浜市の地域福祉保健計画について 

横浜市の地域福祉保健計画は、市計画、18 区の区計画、地区別計画で構成していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後各区では、2026（令和８）年度から 2030（令和 12）年度を計画期間とする第５

期区地域福祉保健計画の策定に、今年度、来年度の２か年で取り組んでまいります。 

それぞれの地域の状況に応じた地域福祉保健の取組が進むよう、協働で計画を策定・

推進していきたいと考えておりますので、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

次頁あり 

区 連 会 ５ 月 説 明 資 料 
令 和 ６ 年 ５ 月 1 6 日  
瀬 谷 区 福 祉 保 健 課 



 

 

 ２ 第５期市計画の全体像 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 第５期市計画を広く周知するための工夫 

  (1) 事例を多く盛り込んだ冊子 

社会情勢を鑑みたテーマや市内の取組などの事例を紹介しています。 

地域の先進的な取組や関連する市の施策など幅広く取り上げ、写真や図表を一緒

に掲載することで、計画を具体的にイメージしやすくなる内容になっています。 

 

  (2) マンガ入りで分かりやすい概要版 

   計画の考え方をイメージしやすくするため、マンガを盛り込むなど分かりやすい

概要版を作成しています。 

 なお、冊子及び概要版は、区役所広報相談係、区役所福祉保健課、各区社協、地域

ケアプラザ等でご覧いただけます。 

 

  (3) 外国語版等も作成 

    より多くの人に読んでいただけるよう英語、中国語、韓国語の３つの言語に翻訳

した概要版も作成しました。外国語版は市ホームページに掲載します。また今後は

点字版の作成も予定しています。 

 

４ 添付資料 

 資料１ 第５期横浜市地域福祉保健計画 概要版（町内会長へ配布） 

 資料２ 第５期横浜市地域福祉保健計画 冊子（定例会で配布） 

 



 
第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画 

（よこはまポジティブエイジング計画）の策定について【情報提供】 

 
１ 事業の趣旨 

  令和６年度から始まる「第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症

施策推進計画（よこはまポジティブエイジング計画）」を策定しました。 
多くの市民の皆様に本市の施策・事業を知ってもらえるよう「計画概要版」「パンフレッ

ト」を、市役所、区役所、地域ケアプラザ、老人福祉センター、地区センター等で配布して

います。 
また、市役所、区役所、駅、公共交通機関等にて、広報動画を放映しています。 

 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ よこはまポジティブエイジング計画の概要 

本計画では、高齢者の皆様が歳を重ねても自分らしく暮らせるまちを目指して、 

〇自分らしい暮らしの実現に向けて（情報発信や利便性向上） 

〇いきいきと暮らせる地域づくりを目指して 

（介護予防・健康づくり、社会参加や生活支援の推進） 

〇在宅生活を支えるサービスの充実と連携強化を目指して 

（介護サービスの充実や医療と介護の連携強化） 

〇ニーズや状況に応じた施設・住まいを目指して（高齢者の施設や住まいの整備） 

〇安心の介護を提供するために（介護人材の確保・定着や介護現場の業務改善） 

〇安定した介護保険制度の運営に向けて（介護サービスの適正化・質の向上） 

  〇認知症施策の推進（認知症の人や家族への支援）  
  など、様々な施策に取り組んでいます。 
 

４ 参考 

「計画概要版」「パンフレット」等については、市ウェブサイトで閲覧が可能です。 

 

 
 
 
 
 
 

区連会５月定例会説明資料 
令 和 ６ 年 ５ 月 1 6 日 
健康福祉局高齢健康福祉課 

健康福祉局高齢健康福祉課 
担当 郷原、武井、磯部 
電話045-671-3412 /FAX 045-550-3613 
メール kf-keikaku@city.yokohama.jp 

【横浜市ウェブサイト】 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-
kaigo/koreisha-kaigo/kyogikai/chiikihoukatsu-care/9kikeikaku.html 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/koreisha-kaigo/kyogikai/chiikihoukatsu-care/9kikeikaku.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/fukushi-kaigo/koreisha-kaigo/kyogikai/chiikihoukatsu-care/9kikeikaku.html












令和6年度

せやの地域づくり塾
（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ派遣）希望団体 募集！

問合せ先

【担当】瀬谷区地域振興課地域力推進担当
小杉、海老沢、西舘、薄葉

Tel：367-5789 FAX：367-4423
メール：se-chiikiryoku@city.yokohama.jp

区 連 会 説 明 資 料
令 和 6 年 ５ 月 1 6 日
地域振興課 地域力推進担当

実施内容

・地域の課題に応じてコーディネーター（専門家）を選定し派遣します 。
・区役所と協働で、課題解決を図るための講座や話し合いなどをオーダー
メイド方式で実施します 。
・派遣にかかる費用は区役所が全額負担します 。

対 象 団 体

連合自治会町内会、単位自治会町内会、地区社会福祉協議会（複数団体での合同申込も可）

申 込 方 法

申込書をいずれかの方法で提出
①メール（ se-chiikiryoku@city.yokohama.jp ）
②郵送
〒２４６－００２１ 瀬谷区二ツ橋町１９０
瀬谷区役所地域振興課 地域力推進担当 宛

申 込 期 間

令和6年12月27日(金)まで（地域への派遣は令和7年３月まで）
※予算上限に達した場合は期間の途中で募集を終了させていただきます。

会の運営や活動が停滞
しており、解決に向けて
相談にのってほしい

新たな活動を始める話し
合いの際、専門家の課題
整理やアドバイスが欲しい

自治会や地区社協の
担い手不足解消の

アイデアや助言が欲しい

こんなお悩みはありませんか？

専門的な分野について
住民だけではわからない
ところをサポートして
もらえて助かった。

コーディネーターの方の
経験が豊富で、他の地域の
事例なども聞けて視野が
広がった。

💡💡まずはお気軽に

ご相談ください



団体名・代表者氏名

氏名

住所

電話 ＦＡＸ

Ｅメール

地域の課題

課題解決のための
今までの取り組み

講師に依頼したいこと

対象者
（想定する出席数）

実施希望時期

実施場所
及び所在地

講師名および
プロフィール

講師として
希望する理由

備
考

令和6年度 　せやの地域づくり塾(コーディネーター派遣)　申込書

地
域
の
課
題
等

講
師
派
遣
に
関
す
る
こ
と

　
（　　　　人)

※すでに希望する講師がいる場合は以下に記入してください

　　　　年　　　　月　　　　日　（　　）

団
体
情
報 連絡先
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